
別
表
第
一
の
百
二
十
八
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
二
十
八
の
三

児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る

特
別
養
子
適
格
の
確
認

児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
一
項

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
百
三
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
百
六
十
四
条
の
二
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適

格
の
確
認
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
百
三
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
百
六
十
四
条
の
二
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
の
規
定
は
、
児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適
格

の
確
認
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
百
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
の
特
則
）

第
二
百
三
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
児
童
の
出
生
の
日
か
ら
二
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
及
び
児
童
が
十
八
歳
に

達
し
た
日
以
後
は
、児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
百
六
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
児
童
相
談
所
長
の
申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
事

件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ト
中
「
特
別
養
子
縁
組
」
の
下
に「（
第
三
十
三
条
の
六
の
二
に
お
い
て
「
特
別
養
子
縁

組
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
六
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
六
の
二

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、
養
親
と
し
て
の
適
格
性
を

有
す
る
者
と
の
間
に
お
け
る
特
別
養
子
縁
組
に
つ
い
て
、
家
事
事
件
手
続
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）

第
百
六
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
、
特
別
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
養
親
と
な

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
現
に
存
し
な
い
と
き
は
、
養
子
縁
組
里
親
そ
の
他
の
適
当
な
者
に
対
し
、
当
該
児
童
に

係
る
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
請
求
を
行
う
こ
と
を
勧
奨
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
六
の
三

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
に
係
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
事
件
（
家
事
事
件
手
続

法
第
三
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判
事
件
を
い
う
。）の
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。前

項
の
規
定
に
よ
り
手
続
に
参
加
す
る
児
童
相
談
所
長
は
、
家
事
事
件
手
続
法
第
四
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す

る
利
害
関
係
参
加
人
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
係
属
し
て
い
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
事
件
に
関
す
る
養
子
と
な
る
者
の
年

齢
に
つ
い
て
の
要
件
及
び
当
該
審
判
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

法
務
大
臣

山
下

貴
司

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
三
十
五
号

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
」
と
は
、
公
共
工
事
に
関
し
、
国
、
特
殊
法
人
等
（
公
共
工

事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
法
人
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）又
は
地
方
公
共
団
体
が
発
注
す
る
測
量
、
地
質
調
査
そ
の
他
の
調
査（
点
検
及
び
診
断
を
含
む
。）及
び
設
計（
以

下
「
調
査
等
」
と
い
う
。）を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
並
び
に
公
共
工
事
」
を
「
並
び
に
公
共
工
事
等
（
公
共
工
事
及
び
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
品
質
が
」
の
下
に
「
工
事
等（
工
事
及
び
調
査
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
施
工
技
術
」
の
下
に
「
及
び
調
査
等
に
関
す
る
技
術
」を
加
え
、「
そ
れ
」

を
「
そ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
公
共
工
事
の
発
注
者
（
第
二
十
四
条
を
除
き
、
以
下
」
を
「
公
共
工
事
等

の
発
注
者
（
以
下
単
に
」
に
、「
、
工
事
」
を
「
、
工
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
で
工
事
」
を
「
で
工
事
等
」

に
改
め
、「
鑑
み
」
の
下
に
「
、
地
盤
の
状
況
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
工
事
等
に
必
要
な
情
報
が
的
確
に
把
握
さ
れ
」

を
、「
工
夫
」
の
下
に
「
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
の
育
成
及
び
確
保
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ

れ
る
」
を
「
が
育
成
さ
れ
、
及
び
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
が
迅
速

か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
並
び
に
」
の
下

に
「
公
共
工
事
等
の
」
を
加
え
、「
公
共
工
事
に
」
を
「
公
共
工
事
等
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条

第
八
項
中
「
当
た
っ
て
は
、」の
下
に
「
公
共
工
事
等
の
」
を
加
え
、「
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
」
を
「
公
共
工
事
等
の

適
正
な
実
施
」
に
、「
受
注
者
」
を
「
公
共
工
事
等
の
受
注
者
（
以
下
単
に
「
受
注
者
」
と
い
う
。）」
に
、「
建
設
業
者
」

を
「
建
設
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

公
共
工
事
の
品
質
は
、
こ
れ
を
確
保
す
る
上
で
公
共
工
事
等
の
受
注
者
の
み
な
ら
ず
下
請
負
人
及
び
こ
れ
ら
の
者

に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
公
共
工
事
等
に
お
け

る
請
負
契
約
（
下
請
契
約
を
含
む
。）の
当
事
者
が
、
各
々
の
対
等
な
立
場
に
お
け
る
合
意
に
基
づ
い
て
、
市
場
に
お

け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主
が
納

付
義
務
を
負
う
保
険
料
（
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
保
険
料
」
と
い
う
。）等
を
的
確
に
反
映
し
た
適
正
な
額

の
請
負
代
金
及
び
適
正
な
工
期
又
は
調
査
等
の
履
行
期
（
以
下
「
工
期
等
」
と
い
う
。）を
定
め
る
公
正
な
契
約
を
締

結
し
、
そ
の
請
負
代
金
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
支
払
う
等
信
義
に
従
っ
て
誠
実
に
こ
れ
を
履
行
す
る
と
と
も
に
、

公
共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
適
正
な

整
備
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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